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先行研究においては、土木計画学における合意形成問題や景観問題をはじめ、多くの社会問題に対して

否定的な影響を及ぼしている可能性のある個人の大衆性について、その低減を図る態度行動変容施策の一

つである「良書の通読」が、一定の効果を有することが実証的に検証された。 
本研究では、大衆性低減施策を検討するうえでのより実践的な示唆を得るために、良書の通読という個

人完結型の行為ではなく、社会的な「実践行為」に着目し、大学生を対象としたアンケート調査を実施し

た。その結果、利他的行動として捉えられるボランティア活動の経験が、個人の大衆性を低減させる傾向

が確認された一方で、大衆性の高い個人においては、むしろより一層大衆性を高めてしまう可能性がある

ことが示された。 
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1. はじめに 
 
近年、土木計画の対象とする領域においては、違法駐

輪や交通渋滞等の種々の交通問題1), 2), 3)を始め，伝統的な

景観や街並みの衰退4), 5)，総論賛成・各論反対等の合意

形成問題6), 7)に至るまで，様々な「社会問題」が深刻化

しつつあることが指摘されている． 
先行研究8)では、そうした社会問題はそもそも個人ひ

とり一人の態度や行動と深く関わり合うものであろうと

いう認識の下、その背景にはとりわけ近代化における

人々の道徳的頽廃があり、その根源には「大衆人」なる

存在のあることに着目し、スペインの哲学者オルテガ

（1883-1955）の著書「大衆の反逆」（1930）9)に基づい

て、個人の大衆性という万人に共通する「心理的事実」
．．．．．．．．．．．．．．

を描出するために心理尺度を作成している。その結果、

大衆性は「傲慢性」と「自己閉塞性」という二つの因子

から構成されることが示されている。ここに，傲慢性と

は「ものの道理や背後関係はさておき，とにかく自分自

身には様々な能力が携わっており，自分の望み通りに物

事が進むであろうと盲信する傾向」を表しており，自己

閉塞性とは「自分自身の外部環境からの閉塞性」を表す．

そして，この2つの心理尺度を用いて，個人の大衆性が

どのような社会的影響を及ぼすかについての検討が加え

られており10), 11) ，その結果，景観問題と公共事業を巡る

合意形成問題について，人々の大衆性が否定的な影響を

及ぼす傾向が示され，これらの問題の本質的課題の一つ

が，個人の大衆性という心理的傾向性にある可能性が指

摘されている． 
これに対し、筆者らは大衆性なる個人の非道徳的な心

的傾向性を低減・抑制することを目指し，その方途を探

るために、態度行動変容施策の一つとして「読書」に着

目した実験を行った12)。その結果、「良書の通読」が特

に傲慢性の抑制において一定の効果有することが把握さ

れ、追加調査の中では、幼少期のしつけやコミュニケー

ションがこの抑制効果の持続性に寄与する可能性が示唆

された13)。 
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このように、先行研究では個人の大衆性という心理的

傾向を測定する手法が確立され、その負の社会的影響が

実証的に示されたことから、大衆性低減施策を社会の漸

次的改善を目指す一つの根源的な方途として位置づけ、

「良書の通読」という行為にその可能性が見出せること

が示されている。 
しかしながら、前述のとおり、近代化とそれにともな

う人々の道徳的頽廃、さらには個人の大衆化を、諸問題

の根源的な一因として捉える以上、時間的連続性を有す

る人間の営みという“社会的行為”の中に、その処方箋

を見出すことが重要であるのではないかと考えられる。

つまり、近代化という時間と人間の営みの帰結であると

ころの現代における“社会的な実践行為”の中に、この

大衆性抑制施策の在り処を見出し、その意義付けと方向

性を与えることが必要であろうと思われるところである。

むしろ，従来の解釈学研究から，「読書」は実際の経験

の「疑似体験」となり得るものであるということが知ら

れている（c.f. 藤井 聡, 長谷川 大貴, 中野 剛志, 羽鳥 剛
史 ：「物語」に関わる人文社会科学の系譜とその公共

政策的意義, 土木学会論文集F5，67 (1) , pp. 32-45, 2011.）．

この点を踏まえるなら，上述のように先行研究にて「良

書の通読」が大衆性の抑制に有効であるということは，

その良書が模写している“現実の体験”を疑似的にでは

なく実際に体験することを通じて，大衆性が抑制される

ことがあり“得る”であろうことが，十分に予期される

こととなる． 
ただし、どの様な体験であっても大衆性が抑制される

とは考えがたいところでもある．大衆性を抑制しうる体

験もあれば，そうではない体験もあるであろうことが予

期される． 
ついては本研究では、大衆性を抑制しうる実践行為と

はどういうものであるかを探索的に把握するための第一

歩として、先行研究で示されている、大衆性と負の相関

を持つ「利他性」という心理的傾向に着目し、これに起

因すると考えられる実践行為であるところの「ボランテ

ィア活動」を対象とした調査・分析を行うこととした。 
 
 

2. 利他的行動と大衆性に関する仮説 
 
個人の利他的行動に関する研究、あるいはボランティ

ア活動に焦点をあてた研究は、様々な分野において数多

く蓄積されている14), 15), 16) , 17), 18),  19), 20), 21), 22), 23)
。 

例えば、坂野ら14),は、ボランティア活動への参加動機

と満足感の関連について個人属性や諸心理要因を用いた

分析を行い、ボランティアにおける便益を明示していく

ことの重要性を論じている。また。塚本ら15),は、環境ボ

ランティア活動を「決定への参加」と「活動への参加」

に大別すると同時に、参加する個人のリスク（費用）や

コミットメントの度合いに着目した段階分けを行い、参

加・活動に関する多様な考え方を考慮した分析したうえ

で、円滑に活動を推進する上で個人属性による棲み分け

が有効である可能性を示している。 
これらは、ボランティア活動が社会的に意義深いもの

でるあるという認識の下、その時間的継続と空間的な広

がりを目指すための理論的戦略を探索するものであると

言える。 
また、羽鳥ら 16),は進化論の視点から、利他的行動の

創発に関する分析を行っており、集団淘汰圧が存在する

とう条件の下では、コミュニティ内において利他的行動

が自発的に創発されるという可能性を理論的かつ数理的

にに示している。 
このような、利他的行動、あるいはボランティア活動

に関する研究は、少なくとも次のような認識において進

められていると言えよう。 
・利他的行動は存在し、伝播し得るものである。 
・利他的行動は個人およびその周辺に対して、心理的

にも社会的にも影響を及ぼし得るものである［1］。 
そして、このような認識の理論的な背景は、態度行

動変容施策の理論的背景である社会的ジレンマの知見

においても、確認されることであり 24)、本研究の目的で

あるところの大衆性の低減を考えるうえで、重要な示

唆を与えるものである。 
つまり、信頼・知識・道徳意識とう３つの要因が協

力行動の規定要因となることを踏まえれば、利他的行

動の経験が、「利他的行動をしている人がいるという

認識（信頼）」、「利他的行動の在り方に関する認識

（知識）」、「利他的行動が求められており、自分は

それをすべきだとういう意識（道徳意識）」を醸成し、

結果的に個人の利他的傾向を高めることが理論的に推

察されるのである。さらには、大衆性と利他性の間に

負の相関があるという先行研究の結果 8)を踏まえれば、

この利他的傾向の増加は、大衆性の低減という帰結を

もたらす可能性すらも有するものと考えられるところ

である。 
以上の論考より、利他的行動として捉えられるボラ

ンティア活動と大衆性低減の関係性について、以下の

ような「作業仮説」を措定することができるものと考

えられる。 

 
本研究では、この仮説を検証し、実践行為の中に大

衆性低減策が存在する可能性を確認することとしたい。 

作業仮説 
ボランティア活動という行為を通じて、 
人々の大衆性が低減する 
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表-1 大衆性尺度項目 

傲慢性尺度

自分を拘束するのは自分だけだと思う

自分の意見が誤っていることなどないと思う

私は、どんな時でも勝ち続けるのではないか、と何となく思う

自分個人の「好み」が社会に反映されるべきだと思う

どんなときも自分を信じて、他人の言葉などに耳を貸すべきでは
ないと思う

自己閉塞性尺度

伝統手的な事柄に対して敬意・配慮をもっている

日々の日常生活は感謝すべき対象で満たされている

世の中は驚きに満ちていると感じる

我々は、伝統を受け継ぎ、改良を加え、伝承していく義務がある
と思う

自分自身への欲求が多いほうだ

*score=7：全く思わない～どちらとも言えない～とてもそう思う  
 

表-2 大衆性低減仮説測定項目 
傲慢性低減仮説測定項目

ボランティアを経験して、「自分を拘束するのは自分だけだ」と思
うようになりましたか？

ボランティアを経験して、「自分の意見が誤っていることなどな
い」と思うようになりましたか？

ボランティアを経験して、「私は、どんな時でも勝ち続けるのでは
ないか」、と何となく思うようになりましたか？

ボランティアを経験して、人とつきあう時には「謙虚さ」が重要だ
と感じましたか？

ボランティアを経験して、自分は人よりも高い能力があると、確信
しましたか？

自己閉塞性低減仮説

ボランティアを経験して、「伝統手的な事柄に対する敬意・配慮を
感じるようになった」と思いますか？

ボランティアを経験して、「日々の日常生活は感謝すべき対象で満
たされている」と感じるようになりましたか？

ボランティアを経験して、「世の中は驚きに満ちている」と感じる
ようになりましたか？

ボランティアを経験して、人の話に耳を傾けることが大切だ、と感
じましたか？

ボランティアを経験して、自分は我が道を行くべきなのだ、と改め
て感じましたか？

*score=5：全く思わない～どちらとも言えない～とてもそう思う  
 
3. 調査概要 

 
(1) 調査対象者と調査実施方法 
以上の仮説を検証するために、北海道医療大学およ

び札幌大学の学生を対象としてアンケート調査を実施

した。調査票の配布、記入、回収をすべて講義中に行

ったところ、有効回答者 151名を得た。そのうち、69人
が男性（45.7％）、82 人が女性（54.3％）であり、平均

年齢は 18.91歳、年齢の標準偏差 1.44は歳であった。 
 

(2) 調査項目 
a) 大衆性に関する項目 

本調査では、2 で措定した仮説を検証するために、大

衆性を測るための質問項目として、先行研究 8)で提案さ

れた大衆性尺度のうち、傲慢性と自己閉塞性のそれぞ

れについて、特に寄与率の高い項目上位 5項目を抽出し

表-1 に示すような 10 項目の質問を設定し，各項目につ

いて「とてもそう思う」から「全く思わない」の 7件法

での回答を要請した．なお、傲慢性尺度については対

応する 5項目の加算平均から、自己閉塞性尺度について

は対応する 5項目のそれぞれを反転して上で求められる

加算平均から、それぞれの尺度を構成した。それぞれ

の尺度のα係数は、傲慢性についてα＝.71、自己閉塞

性についてα＝.66 であった。α係数がやや低いものの，

一定程度の信頼性が認められたため，これらの尺度を

採用することとした．なお，「大衆性尺度」はこれら

の二つの下位尺度の加算により算出した． 
また、大衆性の低減仮説を直接検証するための質問

項目として、表-2 に示すような傲慢性低減仮説項目，

自己閉塞性低減仮説項目）11 項目の質問を設定し，各

項目について「とてもそう思う」から「全く思わな

い」の 5件法で回答を要請した．なお、これらについて

も信頼性分析をおこなったところ、傲慢性低減仮説項

目についてα＝.77、自己閉塞性低減仮説項目について

α＝.79であった。 
b) 利他的行動に関する項目 

また、利他的行動と大衆性の関係性を把握するため

に、既往研究における利他的行動の規定要因について

表-1 に示すような質問項目を設けた。それぞれの要因

の意味は次のとおりである。 
・社会的つながり：「ボランティア活動をすることによ

り，他者とのコミュニケーションを取ることができ，友

人を得る機会が得られる．また，ボランティア活動をす

ることは，他者に好意をいだかれやすくなる」ことを表

している 17)．坂野ら 14)は，そうした要因を「社会的つな

がり」と，西川ら 17)は「社会適応機能」とそれぞれ呼ん

でおり，ボランティア活動への参加動機の一つであるこ

とを指摘している． 
・感謝：羽鳥ら 16)は，「利他的行動は，一般の人々が利

他的行動に対して「感謝」をする傾向が強い地域ほど，

発生しやすく，また，定着しやすい」という仮説を進化

心理学の視点から理論的に導き，アンケート調査により，

まちづくり活動や町内会自治会活動において，この仮説

を支持する結果を得ている． 
・人に喜んでもらえる：塚本 18)は，ボランティア活動者

への聞き取り調査を通じて，ボランティア活動を続ける

動機として，社会や人の「役に立つことの嬉しさ」とい

う点を挙げている． 
・実行可能性評価：実際に行動を行うことが可能である

かどうかについての評価であり、環境配慮行動の行動意

図が形成される過程において，実行可能性の評価が，行

動意図の規定要因及び制約要因となり得ることが指摘さ

れている 19), 20)． 
・対処有効性認知：「何らかの対処によって直面してい
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表-3 利他的行動の規定要因の項目 
項目名 内　容

◆他者との関係に関する要因

社会的つながり*

（以下3項目による尺度化）
・あなたの周りの人々は、「ボランティア活動」に対して、関心を寄せている
と思いますか？
・あなたの周りの人々は、「ボランティア活動」に携わる人を高く評価してい
ると思いますか？
・あなたの周りの人々は、「ボランティア活動」に携わることを、重要なことだ
と考えていると思いますか？

感謝*
「ボランティア活動」をしている場面、地域では、「ボランティア活動」に携
わる人に対して感謝する傾向は、どれくらいあると思いますか？

人に喜んでもらえる①*
あなたの周りの人々は、あなたが「ボランティア活動」に携わることを喜ぶと
思いますか？

人に喜んでもらえる②*
あなたが「ボランティア活動」に携わることで、関係する人々に喜んでもらえ
ると思いますか？

主観的規範*
あなたの周りの人々は、「ボランティア活動」に携わることに対して、賛成し
ていると思いますか？

人間関係*
あなたは、「ボランティア活動」の中で、周りの人々との人間関係は良好で
あると思いますか？

手伝ってくれる人の存在*
あなたが「ボランティア活動」に携わるときに、手助けをしてくれる人は、ど
れくらいいると思いますか？

◆自己に関係する要因

実行可能性評価** あなたにとって「ボランティア活動」に携わることは、可能だと思いますか？

対処有効性認知**
あなたは、自分自身が「ボランティア活動」に携わることによって、実際に
問題解決などに大きく貢献することができると思いますか？

◆合理的要因

便益の認知*

（以下4項目による尺度化）
「ボランティア活動」に関わることで、
・「友人、ネットワークを得ることができる」ということをどの程度感じますか？
・「自分の生き方に関する考え方が変わる」ということをどの程度感じます
か？
・「ボランティア活動」に携わるための技術・方法を学ぶことができる」という
ことをどの程度感じますか？
・「自分が「ボランティア活動」に携わることで、事態が変わるかもしれないと
思えるようになる」ということをどの程度感じますか？

便益の評価* （上記の項目を「望ましい」と感じる程度についての尺度化）

費用の認知①*
あなたは、「ボランティア活動」に関わることで、「自分の自由な時間がなく
なる」ということをどの程度感じますか？

費用の評価①*
また、「ボランティア活動」に関わることで、「自分の自由な時間がなくなる」
ということが生じることを、望ましいことだと思いますか？

費用の認知②*
あなたは、「ボランティア活動」に関わることで、「仕事をこなすのが大変
だ」ということをどの程度感じますか？

費用の評価②*
また、「ボランティア活動」に関わることで、「仕事をこなすのが大変だ」とい
うことが生じることを、望ましいことだと思いますか？

費用の認知③*
あなたは、「ボランティア活動」に関わることで、「人間関係のストレスがあ
る」ということをどの程度感じますか？

費用の評価③*
また、「ボランティア活動」に関わることで、「人間関係のストレスがある」と
いうことが生じることを、望ましいことだと思いますか？

◆情緒的要因

感情的安寧**

（以下5項目で構成される尺度）
・どんな嫌な気分のときでも、「ボランティア活動」に携わることによって、そ
のことを忘れることができると思いますか？
・「ボランティア活動」に携わることによって、孤独感を感じないで済むと思
いますか？
・「ボランティア活動」に携わることによって、自分が他の人よりも幸福であ
ることの罪悪感が和らぐと思いますか？
・「ボランティア活動」に携わることによって、あなた自身の個人的な煩わし
いことから逃れられると思いますか？
・「ボランティア活動」に携わることは、あなた自身の個人的な問題を解決
するのに役立つものだと思いますか？

役に立つことにうれしさ*
あなたは、自分自身が「ボランティア活動」に携わることで、人々の役に立
つことに喜びを感じますか？

◆責任意識に関する要因

責任感** あなたには、「ボランティア活動」に取り組む責任があると思いますか？

◆その他の要因

興味関心** あなたは、「ボランティア活動」に興味がありますか？

時間的ゆとり* あなたは、時間的に見て、どの程度ゆとりがあると思いますか？

経済的ゆとり* あなたは、経済的に見て、どの程度ゆとりがあると思いますか？

*score=5：全く思わない/全くない/全く感じない/全く望ましくない～どちら
とも言えない～とてもそう思う/非常にある/非常に感じる/非常に望ましい

**socre=4：そう思わない・少しそう思う・思う・とても強くそう思う  
 
る（環境）問題が解決可能かどうか」に関する認知であ

り，環境保全を目指す運動への参加の促進要因であるこ

とが確認されている 19), 20)． 
・費用（コスト）、便益（ベネフィット）評価：「費

用・便益評価」は，ある活動に参加することによって

「得られる個人的な利益，もしくは被る不利益」に対す

る評価である 21)．安藤ら 21)の調査では，環境ボランティ

ア活動の継続意図に対して，「コスト評価」が負の影響

を及ぼす要因として確認されている．そして，環境配慮

行動の行動意図に影響を及ぼす要因として「コスト評

価」，「ベネフィット評価」が存在することも示されて

いる 19), 20), 21)．また，元吉ら 23)においても，地域防災活動

の参加意図を規定する正の要因として「ベネフィット認

知」が，負の要因として「コスト認知」が，指摘されて

いる． 
・感情的安寧：「ボランティア活動に参加することによ

ってネガティブな自己像やプライベートな問題といった

脅威から自己を守ることができる」ことを表している 17)．

坂野ら 14)はそうした要因を「感情的安寧」と，西川ら 17)

はこれを「防衛機能」とそれぞれ呼んでおり，ボランテ

ィア活動への参加動機の一つであることを指摘している． 
・役に立つことのうれしさ：塚本 18)は，ボランティア活

動者への聞き取り調査を通じて，活動を続ける動機とし

て，「人に喜んでもらえる」という点が存在することを

指摘している． 
・責任感：環境配慮行動の規定要因として，「責任」帰

属の認知が存在することが示されている 19), 20)．例えば，

環境汚染の「責任」が自分自身にあると考えれば，環境

配慮的行動の行動意図が強められるものと予想されてい

る．また，塚本 18)は，ボランティア活動者への聞き取り

調査を通じて，活動を続ける動機として，活動に携わる

ことに対する「責任感」が存在することを指摘している． 
・興味、関心：塚本ら 15)は，一般市民の環境ボランティ

ア活動への参加意欲や参加経験の規定要因，及び，ボラ

ンティア団体会員の地域行事への参加を促進する要因と

して，環境への「関心」を挙げている．また，元吉ら 23)

の研究では，地域における防災問題に対する「興味・関

心」が，地域防災活動の行動意図に影響を及ぼすことを

示している． 
 なお、各要因のうち、尺度化を構成したものについて

信頼性分析をおこなったところ、社会的つながりについ

てα＝.81、ボランティア活動における便益の認知と評

価について、それぞれα＝.71、α＝.73、感情的安寧に

ついてはα＝.81 であった。ボランティア活動における

費用の評価・認知については、信頼性分析の結果α係数

が低かったことから、個別の尺度として扱うこととした。 
 以上の既往研究における利他的行動の規定要因に加え、

他者との関係に関する要因として、主観的規範、人間関

係、手伝ってくれる人の存在に関する項目を設けるとと

もに、その他の要因として時間的、経済的なゆとりに関

する項目を追加した。 
 

 
4. 結果 

 
(1) 大衆性低減仮説の検証 
大衆性低減仮説の項目は、先述のとおり「全く思わ

ない～どちらとも言えない～とてもそう思う」の 5段階

で設定されており、例えば「ボランティア活動を経験 
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表-4 大衆性低減仮説項目の平均値の検定結果 

 
t値

ボランティアを経験して、「自分を拘束するのは自分だ
けだ」と思うようになりましたか？★

101 2.31 0.92 -7.53 .00 **

ボランティアを経験して、「自分の意見が誤っていること
などない」と思うようになりましたか？★

101 1.99 1.00 -10.10 .00 **

ボランティアを経験して、「私は、どんな時でも勝ち続け
るのではないか」、と何となく思うようになりましたか？★

99 1.99 1.05 -9.53 .00 **

ボランティアを経験して、人とつきあう時には「謙虚さ」が
重要だと感じましたか？

101 3.99 1.08 9.20 .00 **

ボランティアを経験して、自分は人よりも高い能力がある
と、確信しましたか？★

102 2.00 1.02 -9.86 .00 **

ボランティアを経験して、「伝統的な事柄に対する敬意・
配慮を感じるようになった」と思いますか？

101 3.26 0.91 2.83 .01 **

ボランティアを経験して、「日々の日常生活は感謝すべ
き対象で満たされている」と感じるようになりましたか？

102 3.34 1.09 3.19 .00 **

ボランティアを経験して、「世の中は驚きに満ちている」
と感じるようになりましたか？

102 3.28 1.11 2.58 .01 *

ボランティアを経験して、人の話に耳を傾けることが大切
だ、と感じましたか？

102 4.15 0.84 13.84 .00 **

ボランティアを経験して、自分は我が道を行くべきなの
だ、と改めて感じましたか？★

102 2.52 1.07 -4.54 .00 **

ボランティアを経験して、自分の役割を考え、それを引き
受ける事が大切だ、と感じましたか？

101 3.74 0.87 8.60 .00 **

★：逆転項目

ＳＤ
期待値（3）との有意差

p値（両側）

傲
慢
性
低
減

自
己
閉
塞
性
低
減

Ｎ Ｍ

 

表-5 大衆性と大衆性低減仮説項目の相関分析結果 
  

Pearson の相関係数 0.28 0.25 0.14

有意確率 (両側) 0.00 ** 0.01 ** 0.17

Pearson の相関係数 0.29 0.33 0.05

有意確率 (両側) 0.00 ** 0.00 ** 0.64

Pearson の相関係数 0.26 0.36 -0.03

有意確率 (両側) 0.01 ** 0.00 ** 0.78

Pearson の相関係数 -0.20 -0.18 -0.09

有意確率 (両側) 0.05 * 0.08 0.35

Pearson の相関係数 0.36 0.37 0.10

有意確率 (両側) 0.00 ** 0.00 ** 0.30

Pearson の相関係数 -0.19 -0.02 -0.26

有意確率 (両側) 0.06 0.83 0.01 **

Pearson の相関係数 -0.28 -0.17 -0.24

有意確率 (両側) 0.00 ** 0.10 0.02 *

Pearson の相関係数 -0.20 -0.09 -0.20

有意確率 (両側) 0.05 0.37 0.05 *

Pearson の相関係数 -0.26 -0.15 -0.23

有意確率 (両側) 0.01 ** 0.12 0.02 *

Pearson の相関係数 0.17 0.27 -0.06

有意確率 (両側) 0.09 0.01 ** 0.58

Pearson の相関係数 -0.12 -0.04 -0.13

有意確率 (両側) 0.23 0.66 0.19

傲慢性 自己閉塞性

ボランティアを経験して、人の話に耳
を傾けることが大切だ、と感じました
か？

ボランティアを経験して、自分は我が
道を行くべきなのだ、と改めて感じま
したか？

ボランティアを経験して、自分の役割
を考え、それを引き受ける事が大切
だ、と感じましたか？

大衆性

ボランティアを経験して、自分は人よ
りも高い能力があると、確信しました
か？

ボランティアを経験して、「伝統的な
事柄に対する敬意・配慮を感じるよう
になった」と思いますか？

ボランティアを経験して、「日々の日
常生活は感謝すべき対象で満たされ
ている」と感じるようになりましたか？

ボランティアを経験して、「世の中は
驚きに満ちている」と感じるようになり
ましたか？

ボランティアを経験して、「自分を拘
束するのは自分だけだ」と思うように
なりましたか？

ボランティアを経験して、「自分の意
見が誤っていることなどない」と思うよ
うになりましたか？

ボランティアを経験して、「私は、どん
な時でも勝ち続けるのではないか」、
と何となく思うようになりましたか？

ボランティアを経験して、人とつきあう
時には「謙虚さ」が重要だと感じまし
たか？

 
 
して、「伝統的な事柄に対する敬意・配慮を感じるよう

になった」と思いますか？」（自己閉塞性低減仮説横

目）という項目の平均値が、その中位値 3 よりも「思

う」側にあれば、回答者は平均的に、ボランティア活動

を経験することで、自己閉塞性が低減している可能性が

示唆されることとなる。 
そこで、各大衆性低減仮説項目の平均値と、中位値

の差を検定した結果、表-4 に示すとおり全ての項目で、

中位値よりも望ましい方向、すなわち大衆性が低減す

る方向に平均値が位置していた。つまり、「ボランテ

ィア活動という行為を通じて、人々の大衆性が低減す

る」という作業仮説を支持する結果が得られたと言え

る。 
 

(2) 大衆性低減効果の検証 
一方で、先行研究においては、大衆性の低減の度合

いが自己閉塞性の高さに影響を受けていることが示唆

されている。そこで、大衆性尺度と大衆性尺度低減仮

説項目について相関分析を行った。 
その結果、表-5 に示すとおり、「ボランティアを経

験して、自分の役割を考え、それを引き受けることが

大切だ、と感じましたか？」（自己閉塞性低減仮説項

目）を除く 10 項目で、有意が相関が見られた。つまり、

傲慢性については、傲慢性が高い人ほど、ボランティ

ア活動を経験して、「自分を拘束するのは自分だけ

だ」、「自分の意見が誤っていることなどない」、

「私は、どんな時でも勝ち続けるのではないか」思う

ようになり、「自分は人より高い能力があるのではな

いか」と確信し、「自分は我が道を行くべきなのだ」

と改めて感じるようになる傾向にあり、自己閉塞性に

ついては、自己閉塞性が高い人ほど、ボランティアを

経験しても「伝統的な事柄に対する敬意・配慮を感じ

るようになった」と思わず、「日々の日常生活は感謝

すべき対象で満たされている」と感じるようにならず、

「人の話に耳を傾けることが大切だ」と感じるように

ならず、「人の話に耳を傾けることが大切だ」と感じ

ない傾向にあることが示唆された。このことから、傲

慢性の高い人はより一層傲慢性を高めてしまい、自己

閉塞性の高い人は自己閉塞性が下がりにくいという可

能性が示唆されたと言える。 
 そこで、大衆性低減の高低により、どのような差異

があるのかを把握するために、傲慢性低減仮説項目の 5
項目と自己閉塞性低減仮説項目の 6項目を、それぞれ尺

度化し、それぞれの平均値をもって、大衆性（または

傲慢性、または自己閉塞性）が高い群と低い群に分け、

その高低による各心理指標や利他的行動の規定要因の

相違について一元配置分散分析を行った。 
 その結果、表-6 に示すとおり、傲慢性については、

傲慢性が低減する傾向が低い人は、高い人に比べて、

大衆性が高く、傲慢性が高く、周囲からの感謝を感じ

ず、ボランティア活動に関わることで人間関係のスト

レスが生じることを厭わず、ボランティア活動に参加

することによってネガティブな自己像やプライベート

な問題といった脅威から自己を守ることができる（感

情的安寧）と感じているという結果が、いずれも統計

的に有意な水準で示された。 
同様に、自己閉塞性については、自己閉塞性が低減

する傾向が低い人は、高い人に比べて、大衆性が高く、

傲慢性も自己閉塞性も双方とも高く、社会的なつなが

りを感じておらず、周囲からの感謝を感じず、人々が

喜んでくれると思っておらず、主観的規範が低く、実

行可能性の評価が低く、利他的行動による便益の認知 
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表-6 大衆性低減効果の高低による各要因の差 

 Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ

大衆性 48 3.09 0.66 50 2.48 0.52 25.43 .00 ** 54 3.02 0.66 45 2.49 0.55 18.86 .00 ** 46 3.05 0.68 54 2.57 0.59 14.43 .00 **
傲慢性 48 2.93 1.14 50 2.13 0.76 16.85 .00 ** 54 3.00 1.06 45 1.94 0.65 34.59 .00 ** 46 2.75 1.13 54 2.35 0.92 3.88 .05 *

自己閉塞性 48 3.24 0.98 50 2.83 0.69 5.92 .02 * 54 3.04 0.91 45 3.04 0.81 0.00 .96 46 3.36 0.97 54 2.80 0.68 11.38 .00 **
しつけ 48 5.56 0.81 50 5.63 0.95 0.16 .69 54 5.61 0.92 45 5.57 0.83 0.04 .83 46 5.40 0.86 54 5.71 0.91 3.06 .08
社会的つながり 47 3.06 0.78 49 3.59 0.72 12.08 .00 ** 52 3.29 0.69 45 3.38 0.90 0.30 .58 46 3.01 0.78 52 3.60 0.71 15.38 .00 **
感謝 48 3.31 0.83 49 3.76 0.92 6.15 .01 * 53 3.34 0.90 45 3.78 0.85 6.09 .02 * 46 3.41 0.83 53 3.62 0.97 1.32 .25
人に喜んでもらえる① 48 3.38 0.96 50 3.80 0.86 5.36 .02 * 54 3.52 0.95 45 3.69 0.90 0.83 .36 46 3.17 0.90 54 3.91 0.83 17.91 .00 **
人に喜んでもらえる② 48 3.71 0.90 50 4.16 0.87 6.43 .01 * 54 3.93 0.89 45 3.96 0.93 0.03 .87 46 3.52 1.01 54 4.24 0.70 17.64 .00 **
主観的規範 47 3.53 0.83 49 4.18 0.78 15.69 .00 ** 52 3.85 0.80 45 3.89 0.93 0.06 .81 46 3.35 0.77 52 4.27 0.74 36.39 .00 **
人間関係 48 4.17 1.36 49 4.29 1.21 0.21 .65 53 4.23 1.20 45 4.20 1.38 0.01 .92 46 4.07 1.37 53 4.32 1.19 0.99 .32
手伝ってくれる人の存在 48 3.27 0.79 50 3.70 1.04 5.28 .02 * 54 3.44 0.77 45 3.53 1.12 0.22 .64 46 3.35 0.71 54 3.63 1.09 2.27 .13
実行可能性評価 48 2.83 0.66 50 3.22 0.55 9.97 .00 ** 54 2.98 0.69 45 3.04 0.64 0.22 .64 46 2.87 0.58 54 3.17 0.64 5.85 .02 *

対処有効性認知 48 2.19 0.73 50 2.30 0.86 0.48 .49 54 2.31 0.70 45 2.16 0.90 0.98 .32 46 2.11 0.77 54 2.37 0.81 2.73 .10
便益の認知 48 3.30 0.67 50 3.96 0.61 25.67 .00 ** 54 3.60 0.71 45 3.68 0.73 0.27 .60 46 3.17 0.64 54 4.00 0.55 49.13 .00 **
便益の評価 48 3.44 0.60 50 4.07 0.64 24.27 .00 ** 54 3.73 0.70 45 3.79 0.69 0.20 .65 46 3.41 0.60 54 4.05 0.64 26.53 .00 **
費用の認知① 48 3.42 1.01 50 3.34 1.12 0.13 .72 54 3.35 0.95 45 3.42 1.18 0.11 .74 46 3.48 1.03 54 3.31 1.10 0.59 .45
費用の評価① 47 2.53 0.83 50 2.46 0.89 0.17 .68 53 2.57 0.75 45 2.42 0.97 0.69 .41 46 2.43 0.89 53 2.57 0.82 0.59 .45
費用の認知② 48 2.85 0.95 49 2.94 1.11 0.16 .69 53 2.83 0.91 45 2.96 1.15 0.36 .55 46 2.85 1.07 53 3.00 1.02 0.52 .47
費用の評価② 48 2.77 0.81 49 3.06 0.83 3.07 .08 53 2.89 0.72 45 2.93 0.94 0.08 .78 45 2.67 0.85 53 3.11 0.75 7.60 .01 **
費用の認知③ 48 2.92 1.05 50 2.98 1.12 0.08 .77 54 2.89 0.96 45 3.02 1.20 0.38 .54 46 2.98 1.04 54 2.94 1.11 0.02 .88
費用の評価③ 48 2.29 1.05 50 1.96 0.88 2.88 .09 54 2.44 1.00 45 1.76 0.80 13.84 .00 ** 46 2.15 1.05 54 2.09 0.92 0.09 .76
感情的安寧 48 1.57 0.64 50 1.62 0.51 0.21 .65 54 1.74 0.63 45 1.44 0.47 7.02 .01 ** 46 1.51 0.59 54 1.68 0.55 2.29 .13
責任感 47 1.96 0.75 50 2.22 0.93 2.32 .13 54 2.19 0.73 44 2.00 0.99 1.14 .29 45 1.98 0.78 54 2.19 0.89 1.48 .23
役に立つことにうれしさ 48 3.46 1.09 49 4.24 0.80 16.39 .00 ** 54 3.80 0.98 44 3.93 1.09 0.42 .52 46 3.35 1.14 53 4.23 0.78 20.55 .00 **
興味関心 48 2.35 0.89 50 2.72 0.95 3.88 .05 * 54 2.67 0.93 45 2.40 0.91 2.04 .16 46 2.26 0.88 54 2.76 0.93 7.49 .01 **
時間的ゆとり 48 2.58 1.11 50 2.46 0.91 0.36 .55 54 2.44 0.98 45 2.64 1.05 0.96 .33 46 2.63 1.12 54 2.48 0.93 0.53 .47
経済的ゆとり 48 2.25 1.10 50 2.20 1.05 0.05 .82 54 2.37 1.05 45 2.09 1.10 1.68 .20 46 2.20 1.07 54 2.28 1.07 0.15 .70

高い群高い群
F 値

傲慢性低減項目の平均値

低い群

大衆性低減項目の平均値 自己閉塞性低減項目の平均値

低い群 高い群
F 値 p値 p値 F 値 p値

低い群

 
 
 
・評価が低く、仕事が大変になるというリスク（費

用）を望んでおらず、人の役にたつことのうれしさ

を感じず、ボランティア活動に関する興味・関心が

低いという結果が，いずれも統計的有意な水準で示

された。 
 以上の相関分析、一元配置分散分析の結果から、

大衆性（あるいは傲慢性、自己閉塞性）が低い人は、

大衆性がより一層低減しやすいが、大衆性（あるい

は傲慢性、自己閉塞性）が高い人は、大衆性が低減

しにくいばかりか、より一層増長されてしまう可能

性を有しており、利他的行動の規定要因についても、

元来“望ましくない”形で有している可能性がある

ことが示唆されたと言える。 
 
 
5. 考察 

 
アンケート調査の結果より、本研究の作業仮説が

支持され、利他的行動であるボランティア活動の経

験は、平均的に大衆性を低減することに寄与する可

能性を有するが、一方で、元来の大衆性の高低によ

りその変化の大きさや方向性が異なる可能性がある

ことが示唆された。具体的には、元来、傲慢性、自

己閉塞のいずれか、あるいは総じて大衆性が低い個

人は、ボランティア活動によって大衆性が低減され

る可能性が高いものの、元来、特に傲慢性が高い個

人は、ボランティア活動によって、大衆性低減どこ

ろか、これを増加させる可能性が示唆されたものと

考えられる。 
なお、本研究では「ボランティア活動における、

大衆性の低減、あるいは増長の規定要因」を明らか

にできていないことから、今後この規定要因の抽出

に関する追加研究が必要であり、それをもって「高

大衆群の増長」とも言うべき事態への対処方途を検

討することが必要であると考えられる。 
いずれにしても、大衆性低減を促す行為として、

ボランティア活動の経験、すなわち利他的な「実践

行為」が有効である可能性が示唆された一方で、特

に大衆性の高い個人については、この種の利他的な

「実践行為」によって、より一層大衆性を増加させ

てしまうという危ぶむべき示唆が得られた以上、少

なくともボランティア活動についてこれを無差別に

賞賛し、無秩序に推進することは避けるべきだと言

わざるを得ないものと考えられる。 
ついては、今後ボランティア活動をはじめとした

実践行為の展開について議論する際には、この危険

性を踏まえたうえで、より一層の慎重な姿勢が必要

なものと思われるところである。 
 

 

注 
[1] 繰り返しとなるが、本研究において大衆性の低減を日

人間の営みの中における「実践行為」に見出そう試み

たのは、このような「行為」が存在し、伝播するとい

う信念がためである。 
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A EXPLORATORY STUDY ON PRACTICAL BEHAVIOR FOR REDUCTION OF 

THE VULGARITY OF THE MASS 
:THE EFFECTS OF EXPERIMENT ALTRUISM BEHAVIOR ON REDUCTION OF 

THE VULGARITY OF THE MASS 
 

Kyosuke IJICHI, FumihiroHARA and Satoshi FUJII 
 

The authors’ past study developed a scale measuring the spiritual vulgarity of the masses, based upon 
Ortega’s “The Revolt of the Masses” (1930). The study indicated that the vulgarity of the masses might 
have a negative impact on urban landscape and consensus building around public works. In order to re-
duce one’s vulgar disposition, we focuced on “reading a good book”.And it is indicated that “reading a 
good book” has the potential for reducing the vulgarity. 

In thos report, we aimed to explore more practical measure for reducing one’s vulgar disposition.We 
focuced on volunteer activities as altruism behavior, and hypothesized that the experience of volunteer 
activities might reduce the vulgarity of the mass.To test this hypothesis, we carried out a questionnaire 
survey.The obtained data supported the hypothesis, however, it also indicated that the experience of vol-
unteer activities cause undesirable effects for one’s vulgar disposition in the group whose vulgar disposi-
tion is high. 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


